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そ こで iState Variablesの決め方あるいはグ 7)- ン関数 の decou-
piingに役立 っような変分原歴があれば有用であろうO 不可逆週番の層論
で知 られ ている変分塩屋 とそれ らの間の関係を (表 2)に纏 めてみた,,
Onsager,Kikuchi の`変分塩層は statevariablesを与 えたとき ,.い
ろいろの pathの中か らmostprobable pathを拾い出すもので ,上記
の目的には沿わない と思われ るoKohler,Curtiss⊥Hirschfe.1､der型
の変分原層は ,物理的に ,エン トロピ-塵成がiEであることの直接の結果 で
あり,もし各輸送係数に特有な副条件が凝除ければ ,何か手がか りが 得られ
るかも知 れない｡
前回の研究会 になかった新 しいタイプの異 常緩和現象として ,Matsubar.a
はKD2PO4,TGSの誘電緩和を論 じたo このよ-ぅに緩和時間の分布が転移点
の近 くで異 常にdisperse一となるのは iong rangeな双極 子相互 作用のせ
い と考 えられ ,興味深い問題 を提供 しているO
研究会の成果 は次第に結実すると期待 され るが ,二つの研究会 の主 な トピ
ックは殆 んどわれわれ 自身の仕車に基づいていた ことを附記 しておきた_いD
現在 の段階で ,方法論的に大 した因襲な しに解明で きる筈 の ,興味ある現象
がまだ億 にあるが ,来年 乾には破鐘ヘ リウムのl転移に関する問題や強誘電
体の ミク ロなモデルの研究なども積極的に顧上げて行 こうとい うことになっ
た,次 の報告は各 レポー ターの話の要旨で ,shortnoteを兼ねるように
書いていただ きました｡
ランダ ムなス ピン系の相転移 阿 部 龍 蔵 (物性研 )
二次の桶転移を示 す一つのモデ}t,として IsingあるいはHeisenberg
モデルは今 まで非層やこよく調べ られ てきた問題であるO通 常われわれは適当
な結晶を考えその格子点の各 々に一 つめスピンが画定 されているとす.る?E,L.,
かし ,nOn-{旧gneticな物質にmagnet主Cな不純物 を入 れたとい ラ.ような 一
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二次の相 転移
場合には統計平均 の他に Tandomressに対する平均操作を行 う必要が ある凸
それをど こで行 うかは難 しい問題であるが普通やられ るのは ,ス ピンの位置
は一応固定 した上で物理.量を求 めそれを平均す るとい う方法である? したが
ってランダムなス ピン系を額扱 う場合には ,ス ピンの任意 の COnfiguration
に対す る自由エネルギーとか帯磁率を計算する必要があるO
ここではTKuboの GeneTaiiz'ed ctmulakt畠Ⅹpansionに よりそのよ
う奉計算法を論 じたO 簡単 のため Isingス ピンを考 える一と自由エわ レギー ,■
帯磁率等 ほダイヤグラムを使って表わ され るo Lかレ ct紐ulant展開 で現わ
れるダイヤグラムでは二点間に任意の数のボン ドを引 くことがで きるO実際
妃我 々が興味を もつのはP(-ス ピンの数/格子点 み数 )が小 さい場合でP
での展開を求 めるためには上記 のボン ドについ ての和をとる必要が あるo そ





ない ようなpの値で あるF･tim xkT/NjZ･2 (x:帯磁養_･T:塩安 :N:Zl→0
スピン数 ,jl:ス ピン一個 の磁気能垂 )~-はpの巾級数 として表わ され ,
sc:1+6祈 50p2十114p S十458p4十1542p5十5754p6+ ･- ･･
bcc: 1十和叶56p2十248b5十1252p4十5690p5十 - -
f｡C:1十堰 け84p2十504pS十5012p4十 ∴ ∴
がえられるO ここで SCの展開はDomb-Sykesの求めたものでわれわれは
p5 までの項をチェックしたO 新 らしい結果 をよもcc毎 p5 の項だけであるo
(p4まで の計算はRuslbrooke一舶organ と-致するo･_)
上式が発散するとい う条件か らPcが求 まるo Padさの方法を使 うとbcc
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Heisenbergかbdelのスピン系 小 口 ◆1武 彦 (東京教育一大 )
強磁性分子場の一体のHamiltonianは
Hn(i)- -2Jヱ言sL･E (1)
スピンは 1/2とし,外場は簡単に入れ られ るか ら省略 し ,他は通常用い られ
る記号であるe. スピンの乎均値は





Bi2,(i･j)ニー21沃 ･キ ト 2J(Z-1)S (Sir+sJ･Z) (5)･
くS7,-7号
1-■■-
2
Tr(SL･Z十SJZ)e一卵 (2)
T, e一卵(2)
coshP2J(ヱ-1)義
coshP2J(2-1)言十e~βLcbshJ9J
(4)
然し(4)は全系の状態和を最大にする解 と一致しない,.一方革as,te.leijn-
Kra?endonkの cOnStantCOupling近 似では
う ｢㌢
鞄 ti･j)--2J(Si･Sj)-a(SiZ十S12) (5)
とaを parameterに残 し,全系の状態和を最大にす-るようにa'を求めて-
a-(之-1/之β日 og〔(1+2<SZ>)/(1-2<SZ>)〕 (6)
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